
会
　
　
告

　
二
〇
〇
七
年
度
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び

総
会
は
、
予
定
通
り
一
一
月
二
日
（
金
）
午

後
一
時
よ
り
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

新
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
開
講
演
は
檀
上
寛
、
勝
山
清
次
の
両
氏

に
よ
り
左
記
の
演
題
で
行
わ
れ
、
盛
会
裡
に

終
わ
り
ま
し
た
。

十
四
－
十
七
世
紀
の
海
禁
と

　
　
　
　
　
朝
貢
・
互
市
の
構
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
檀
　
上

寛
氏

中
世
伊
勢
神
宮
の
成
立
と
権
門
体
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
山
　
清
次
氏

　
な
お
、
大
会
と
総
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ

れ
た
秋
期
定
例
の
理
事
評
議
員
会
に
お
い
て
、

二
〇
〇
七
年
度
会
務
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
七
年
度

　
　
史
学
研
究
会
大
会
講
演
要
旨

十
四
－
十
七
世
紀
の
海
禁
と

　
　
　
　
　
　
朝
貢
・
互
市
の
構
図

檀
　
　
上

寛

　
か
つ
て
報
告
者
は
中
華
世
界
を
理
念
と
現
実
の

二
つ
の
世
界
と
し
て
捉
え
、
現
実
世
界
は
儒
教
の

中
の
理
念
世
界
の
反
転
し
た
姿
で
あ
ヴ
、
し
か
も

理
念
が
現
実
を
常
に
規
定
し
て
い
た
こ
と
を
論
証

し
た
。
理
念
世
界
に
働
く
の
は
「
親
親
」
の
「
宗

法
秩
序
」
で
あ
り
（
そ
の
究
極
形
態
が
「
天
下
一

家
」
）
、
現
実
妙
品
で
は
「
尊
尊
し
の
「
官
僚
制
的

秩
序
」
が
機
能
す
る
。
こ
の
構
造
は
中
華
と
陰
歌

の
鞘
管
秩
序
に
も
該
当
し
、
理
念
世
界
で
は
親
親

の
宗
法
秩
序
（
究
極
形
態
は
「
華
夷
一
家
」
）
が
、

現
実
世
界
で
は
冊
封
と
朝
貢
に
基
づ
く
薄
畳
の
君

臣
秩
序
（
官
僚
制
的
秩
序
）
が
機
能
し
た
。
古
来

中
国
王
朝
は
周
辺
諸
国
に
対
し
て
こ
の
二
つ
の
秩

序
を
使
い
分
け
、
唐
宋
時
代
に
は
君
臣
秩
序
と
は

別
に
、
理
念
世
界
の
宗
法
秩
序
も
国
際
政
治
の
場

で
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
（
北
方
民
族
と
の
間
の

父
子
・
兄
弟
・
叔
姪
秩
序
等
）
。
し
か
し
明
代
に

な
る
と
宗
法
秩
序
は
表
面
的
に
は
姿
を
消
し
、
冊

封
国
に
下
賜
す
る
冤
服
・
皮
樹
冠
服
の
ラ
ン
ク
を

通
し
て
、
明
と
冊
封
国
と
の
宗
法
秩
序
が
示
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
（
朝
鮮
・
日
本
と
は
父
子
、
琉
球

と
は
祖
父
孫
秩
序
等
）
。
明
に
至
っ
て
理
念
世
界

の
宗
法
秩
序
は
、
現
実
世
界
の
朝
貢
体
制
を
正
当

化
す
る
根
拠
へ
と
、
そ
の
役
割
を
特
化
さ
せ
た
の

で
あ
る
。

　
一
方
、
明
代
に
は
海
禁
に
よ
っ
て
海
外
貿
易
は

禁
止
さ
れ
、
対
外
交
流
は
朝
貢
と
そ
れ
に
伴
う
朝

貢
貿
易
に
限
定
さ
れ
た
。
こ
の
ご
兀
的
な
朝
貢
体

制
の
中
か
ら
互
市
が
成
長
し
、
や
が
て
清
代
中
期

以
降
互
市
体
制
に
移
行
し
た
と
す
る
の
が
、
最
近

の
主
要
な
見
解
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
海
禁
が
明
末

に
部
分
的
に
解
除
さ
れ
、
清
代
に
全
面
的
に
解
除

さ
れ
る
過
程
に
、
互
市
の
発
展
・
拡
大
の
相
を
見

出
す
こ
と
に
な
る
。
だ
が
も
と
も
と
互
市
に
は
外

国
商
人
の
来
華
貿
易
（
来
市
）
と
中
国
商
人
の
出

海
貿
易
（
往
市
）
の
二
形
態
が
あ
り
、
往
市
の
制

限
措
置
で
あ
る
海
禁
の
解
除
を
、
互
市
の
発
展
に

直
接
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
海

禁
の
「
解
除
」
と
い
う
理
解
に
も
問
題
が
あ
る
。

海
禁
の
解
除
と
表
現
さ
れ
る
当
時
の
史
料
用
語
は

「
開
海
禁
（
雲
海
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
往
市
を

認
め
る
こ
と
で
は
あ
っ
て
も
、
海
禁
そ
の
も
の
を

解
除
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
海
防
目
的
の
「
体
系

と
し
て
の
海
禁
」
は
依
然
存
続
し
て
お
り
、
む
し

ろ
開
海
以
後
の
海
禁
は
、
開
海
を
前
提
と
し
た
新
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た
な
海
禁
体
制
が
再
構
築
さ
れ
た
と
み
な
す
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
、
往
市
の
た
め
の
開
海
の
理
由
と

し
て
、
常
に
「
民
生
扁
が
強
調
さ
れ
る
点
に
も
注

欝
し
た
い
。
海
商
を
含
む
貿
易
関
係
者
の
生
活
保

障
“
民
生
は
、
中
華
世
界
の
理
念
世
界
の
君
主
の

「
養
民
」
に
相
当
す
る
。
つ
ま
り
、
来
市
が
華
華

秩
序
の
範
疇
で
捉
え
得
る
の
に
対
し
、
往
市
は
中

華
世
界
「
内
」
で
の
君
－
臣
一
民
秩
序
の
養
民
に

属
す
事
項
で
あ
り
、
一
概
に
互
市
と
い
っ
て
も
、

秩
序
体
系
の
異
な
る
下
市
と
来
市
は
同
列
に
論
じ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
確
か
に
、
上
代
の
対
外
貿
易
は
朝
貢
貿
易
よ
り

も
互
市
の
方
が
比
重
を
増
す
が
、
清
は
あ
く
ま
で

も
朝
貢
の
論
理
に
圃
執
し
続
け
た
。
だ
が
同
じ
朝

貢
制
度
で
あ
っ
て
も
明
と
清
と
で
は
相
違
が
あ
り
、

清
は
周
辺
諸
国
に
冤
服
や
皮
弁
老
桧
の
下
賜
を
行

っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
華
夷

秩
序
の
理
念
（
宗
法
秩
序
）
の
具
現
化
・
可
視
化

を
放
棄
し
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
現
実
に
存
在

す
る
朝
貢
制
度
は
正
当
化
の
根
拠
を
潔
い
、
華
甲

秩
序
と
し
て
の
意
義
も
相
対
化
さ
れ
た
わ
け
で
、

清
朝
が
朝
貢
関
係
に
包
摂
で
き
な
い
国
際
闘
係
を
、

朝
貢
と
は
異
な
る
範
麟
で
容
認
す
る
契
機
と
な
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
や
が
て
十
九
世
紀
初
頭
の

『
嘉
慶
大
望
鼠
毛
』
に
至
り
、
「
互
市
国
」
の
規

定
が
登
場
す
る
の
も
そ
の
文
脈
で
理
解
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

　
た
だ
し
こ
の
変
化
を
、
単
純
に
朝
貢
体
制
か
ら

互
市
体
制
へ
の
移
行
と
担
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

清
の
対
外
方
針
を
根
底
で
規
定
す
る
の
は
中
華
と

夷
秋
の
華
夷
秩
序
で
あ
り
、
朝
貢
国
も
互
市
国
も

と
も
に
恩
恵
を
施
す
べ
き
夷
秋
と
い
う
点
で
は
変

わ
り
は
な
か
っ
た
。
中
国
王
朝
か
ら
す
れ
ば
、
朝

貢
と
互
市
（
“
来
市
）
と
は
華
夷
秩
序
の
表
現
形

式
の
相
違
に
過
ぎ
ず
、
罪
代
の
対
外
関
係
を
朝
貢

の
概
念
で
括
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
と
同
様
、
互

市
の
概
念
で
カ
バ
…
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
加

え
て
清
朝
は
往
市
も
来
市
も
包
括
し
た
形
で
互
市
・

国
を
設
定
し
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
互
市
と
い
う

概
念
は
来
市
を
規
定
す
る
華
夷
秩
序
と
は
別
に
、

往
市
を
規
定
す
る
中
華
世
界
「
内
」
秩
序
か
ら
も

考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
華
無

秩
序
と
中
華
世
界
「
内
陣
秩
序
の
統
合
し
た
体
制

を
、
今
宵
に
中
国
の
研
究
者
に
な
ら
っ
て
「
天
朝

体
制
」
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
朝
貢
体
制
に
せ
よ
互
市

体
制
に
せ
よ
、
こ
の
体
制
の
中
で
あ
ら
た
め
て
捉

え
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
海

禁
・
朝
貢
・
互
市
が
、
明
清
代
国
際
秩
序
を
理
解

す
る
上
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
が
、
三
者
間
の
構
図
に
は
ま
だ
ま
だ
検
討
の

余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

中
世
伊
勢
神
宮
の
成
立
と
権
門
体
制

勝
　
山
　
清
　
次

　
本
講
演
は
二
つ
に
分
か
れ
る
。
前
半
は
黒
田
俊

雄
氏
の
提
起
さ
れ
た
権
門
体
制
論
に
つ
い
て
論
点

を
整
理
し
た
も
の
で
、
後
半
は
そ
れ
を
う
け
て
、

天
照
大
神
の
国
主
神
里
の
形
成
を
通
じ
て
、
伊
勢

神
宮
の
権
門
化
を
論
じ
て
い
る
。

　
権
門
体
制
論
は
｝
九
六
三
年
、
黒
田
俊
雄
氏
が

「
中
世
の
国
家
と
天
皇
」
と
い
う
論
文
で
旧
来
の

通
説
を
中
世
国
家
把
握
の
独
自
の
方
法
が
な
く
、

幕
府
論
で
代
替
す
る
議
論
で
あ
る
と
批
判
し
つ
つ
、

提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
申
世
国
家
論
と
し

て
重
要
と
み
な
さ
れ
る
特
徴
は
、
次
に
あ
げ
る
五

点
に
な
ろ
う
。
ま
ず
第
｝
に
、
国
家
権
力
機
構
論

と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
「
国
家
権
力

機
構
」
は
各
権
門
の
家
産
支
配
組
織
と
国
家
独
自

の
役
割
を
果
た
す
律
令
制
以
来
の
国
家
機
関
の
二

つ
か
ら
な
っ
て
い
る
と
と
ら
え
る
。
第
二
は
、
権

門
勢
家
を
い
ず
れ
も
封
建
的
領
主
階
級
と
み
な
す

こ
と
で
あ
る
が
、
中
世
に
お
い
て
二
つ
の
封
建
的

な
生
産
様
式
の
並
存
を
認
め
る
限
り
、
権
門
体
制

論
は
成
立
し
う
る
の
で
あ
り
、
「
非
領
主
制
論
」

と
…
体
的
に
把
握
す
べ
き
で
は
な
い
。
第
三
は
、

院
政
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
を
一
貫
し
て
こ
の

概
念
で
と
ら
え
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
権
門
体
制
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は
社
会
体
制
と
し
て
の
荘
園
制
に
対
応
す
る
国
家

形
態
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
第
四
は
、

「
日
本
国
」
を
領
域
と
し
て
立
論
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
が
、
こ
の
領
域
は
荘
園
制
が
及
ぶ
範
囲

で
あ
り
、
国
家
的
な
規
模
の
身
分
的
な
秩
序
が
広

が
る
空
間
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
第
五
は
、
王
法

仏
法
相
依
論
が
権
門
体
制
論
の
支
配
理
念
、
国
家

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

　
権
門
体
制
論
が
独
創
的
な
、
全
く
新
し
い
申
世

国
家
論
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
そ

の
影
響
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
そ
の
観
点
を
継
承
す

る
研
究
が
現
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

｝
方
で
は
基
本
的
な
観
点
に
関
わ
る
批
判
も
出
さ

れ
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

権
門
体
制
論
は
現
在
で
も
な
お
、
申
世
国
家
を
把

握
す
る
う
え
で
最
も
妥
当
な
議
論
と
み
な
さ
れ
る
。

と
は
い
え
、
い
く
つ
か
の
間
題
を
か
か
え
て
い
る

こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
れ
は
大
き
く
分
け
る

な
ら
ば
、
（
1
）
天
皇
の
み
を
国
王
と
み
る
王
権

論
、
（
2
）
門
権
門
政
治
」
と
い
う
国
政
の
と
ら
え

方
（
国
家
意
思
の
決
定
と
国
家
権
力
発
動
の
あ
り

方
の
変
化
を
把
握
で
き
な
い
）
、
（
3
）
神
社
権
門

の
独
自
性
を
考
慮
し
な
い
寺
社
権
門
の
と
ら
え
方
、

の
三
つ
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
権
門
体
制
論
は

申
世
国
家
に
つ
い
て
の
壮
大
な
仮
説
、
重
大
な
欠

陥
を
も
っ
た
未
完
の
仮
説
で
あ
る
と
み
な
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　
中
世
伊
勢
神
宮
の
成
立
過
程
を
究
明
す
る
こ
と

は
、
権
門
と
し
て
の
伊
勢
神
宮
の
形
成
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
神
社
権
門
の

解
明
、
ひ
い
て
は
寺
社
権
門
の
再
検
討
に
通
じ
る

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
の
は
、
中
世

伊
勢
神
宮
の
成
立
の
｝
部
を
な
す
内
宮
祭
神
1
1
天

照
大
神
を
國
主
神
と
み
な
す
観
念
の
形
成
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
国
主
神
と
い
う
の
は
沼
本
の
統

治
権
を
も
つ
神
を
意
昧
す
る
。
伊
勢
神
宮
が
天
照

大
神
国
主
神
事
を
形
成
し
、
広
げ
る
拠
点
の
一
つ

で
あ
り
、
こ
の
観
念
は
、
神
宮
が
諸
国
で
神
領
を

獲
得
す
る
う
え
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
一

二
世
紀
の
東
国
の
武
士
の
間
で
こ
の
観
念
が
広
が

っ
て
い
た
こ
と
が
、
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
し
か

し
国
主
神
観
は
日
本
、
お
よ
び
そ
の
国
土
意
識
と

密
接
に
関
わ
る
観
念
で
あ
り
、
も
と
も
と
そ
の
生

成
が
な
さ
れ
た
の
は
伊
勢
神
宮
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
創
成
さ
れ
た
の
は
真
言
系
の
護
持
僧
の
世

界
で
あ
り
、
＝
世
紀
後
半
に
天
照
大
神
と
大
日

如
来
の
習
合
説
に
も
と
づ
い
て
、
天
照
大
神
を

「
大
日
本
国
」
の
本
主
と
み
る
考
え
が
生
ま
れ
た
。

こ
う
し
た
習
合
説
は
遅
く
と
も
一
一
一
世
紀
初
め
ま

で
に
伊
勢
神
富
に
も
た
ら
さ
れ
、
も
と
か
ら
あ
っ

た
天
下
の
入
民
を
加
護
す
る
神
で
あ
る
と
い
う
観

念
と
結
び
つ
き
、
伊
勢
に
お
い
て
、
天
照
大
神
の

國
主
神
観
が
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
時

期
は
＝
一
世
紀
前
半
で
あ
ろ
う
。
こ
の
観
念
は
神

国
の
統
治
権
者
を
指
定
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、

神
々
の
系
譜
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
天
照
大

神
を
天
神
と
区
別
し
て
地
神
と
な
し
、
地
神
五
代

の
初
代
と
み
な
す
新
た
な
神
山
譜
も
形
成
さ
れ
た
。

こ
の
天
照
大
神
を
地
神
と
み
な
す
観
念
の
形
成
に

あ
た
っ
て
、
国
主
神
観
が
決
定
的
な
影
響
を
与
え

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
～
二
世
紀
後
半
に
は

神
統
譜
の
世
界
で
も
天
照
大
神
を
最
初
の
国
主
と

み
な
す
見
方
が
定
着
す
る
。

二
〇
〇
七
年
度

　
　
史
学
硫
究
会
大
会
・
総
会
の
記
録

　
史
学
研
究
会
の
二
〇
〇
七
年
度
大
会
・
総
会
は
、

＝
月
二
日
（
金
）
一
三
時
か
ら
一
七
時
ま
で
、

京
都
大
学
文
学
部
新
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
で
は
、
金
田
章
裕
理
事
畏
に
よ
る
挨
拶
の

後
、
戸
祭
由
美
夫
氏
を
司
会
に
選
出
し
て
、
庶

務
・
編
集
・
会
計
に
関
す
る
報
告
・
審
議
が
な
さ

れ
た
◎

　
庶
務
（
田
中
和
子
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
役
員

の
交
代
、
二
〇
〇
七
年
度
の
例
会
報
告
、
会
員

数
・
史
林
送
付
数
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
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